
(57)【要約】

【課題】　空気清浄器の使用目的や使用環境に応じて必

要なフィルターにのみ空気が通過するようにした空気清

浄器の構造を提供する。

【解決手段】　外形をなし室内の空気が吸入される第１

吸入口及び第２吸入口と、集塵、或いは脱臭された空気

が排出される吐出口とを有する本体；前記本体内の前記

第１吸入口に少なくとも一つ以上提供される集塵用フィ

ルター；前記本体内の前記第２吸入口に少なくとも一つ

以上提供される脱臭用フィルター；室内空気を吸入して

前記本体内の各フィルター部を通過した後、吐出口に排

出されるように吸入力を提供する少なくとも一つ以上の

排気ファン；前記各吸入口を選択的に開閉する開閉手段

を含めてなることを特徴とする。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 形 を な し 室 内 の 空 気 が 吸 入 さ れ る 第 １ 吸 入 口 及 び 第 ２ 吸 入 口 と 、 集 塵 、 或 い は 脱 臭 さ
れ た 空 気 が 排 出 さ れ る 吐 出 口 と を 有 す る 本 体 ；
　 前 記 本 体 内 の 前 記 第 １ 吸 入 口 に 少 な く と も 一 つ 以 上 提 供 さ れ る 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ；
　 前 記 本 体 内 の 前 記 第 ２ 吸 入 口 に 少 な く と も 一 つ 以 上 提 供 さ れ る 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ；
　 室 内 空 気 を 吸 入 し て 前 記 本 体 内 の 各 フ ィ ル タ ー 部 を 通 過 し た 後 、 吐 出 口 に 排 出 さ れ る よ
う に 吸 入 力 を 提 供 す る 少 な く と も 一 つ 以 上 の 排 気 フ ァ ン ；
　 前 記 各 吸 入 口 を 選 択 的 に 開 閉 す る 開 閉 手 段 を 含 め て な る こ と を 特 徴 と す る 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 吸 入 口 は 、
　 前 記 本 体 の 前 面 に 並 列 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 清 浄
器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン は 遠 心 フ ァ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 吸 入 口 は 、
　 前 記 本 体 の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン は 前 記 各 吸 入 口 の 中 央 部 分 に 並 列 に 装 着 さ れ る 一 対 の 遠 心 フ ァ ン で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 吸 入 口 は 前 記 本 体 の 前 面 及 び 後 面 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン は 前 記 各 吸 入 口 の 中 央 部 分 に 並 列 に 装 着 さ れ る 一 対 の 遠 心 フ ァ ン で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー と 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー と の 間 に は 分 離 バ ー が 提 供 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 開 閉 手 段 は 、
　 前 記 第 １ 吸 入 口 を 開 閉 す る 第 １ ド ア 部 と 、
　 前 記 第 ２ 吸 入 口 を 開 閉 す る 第 ２ ド ア 部 と 、
　 前 記 各 ド ア 部 を そ れ ぞ れ 移 動 さ せ る 第 １ 駆 動 部 及 び 第 ２ 駆 動 部 と が 含 ま れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 駆 動 部 は 第 １ 駆 動 モ ー タ と 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ と 第 １ ド ア 部 と を 連 結 す る 第
１ 連 結 ワ イ ヤ と を 含 め て 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 駆 動 部 は 第 ２ 駆 動 モ ー タ と 、 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ と 第 ２ ド ア 部 と を 連 結 す る 第
２ 連 結 ワ イ ヤ と を 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 開 閉 手 段 は 各 ド ア 部 の 移 動 経 路 を 案 内 す る 第 １ ガ イ ド レ ー ル 及 び 第 ２ ガ イ ド レ ー ル
を さ ら に 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 １ 吸 入 口 を 閉 鎖 ま た は 開 放 す る 位 置 に 前 記 第 １ ド ア 部 を
案 内 す る よ う に 前 記 本 体 内 の 周 縁 に 沿 っ て ベ ン デ ィ ン グ さ れ 、 前 記 第 ２ ガ イ ド レ ー ル は 前
記 第 ２ 吸 入 口 を 閉 鎖 ま た は 開 放 す る 位 置 に 前 記 第 ２ ド ア 部 を 案 内 す る よ う に 、 前 記 本 体 内
の 周 縁 に 沿 っ て ベ ン デ ィ ン グ さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-46590 A 2005.2.24



　 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル は 前 記 各 ド ア 部 の 上 側 ま た は 下 側 部 分 を 案 内 す る よ う に 提 供 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル は 前 記 各 ド ア 部 の 上 側 お よ び 下 側 部 分 を 案 内 す る よ う に 提 供 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 各 ド ア 部 は フ レ キ シ ブ ル に ベ ン デ ィ ン グ 可 能 な 物 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 各 ド ア 部 は 、
　 狭 い 幅 を 有 し た 多 数 個 の 平 板 と 、
　 前 記 平 板 の 間 に 提 供 さ れ 、 フ レ キ シ ブ ル に ベ ン デ ィ ン グ 可 能 な ベ ン デ ィ ン グ 部 と を 含 め
て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 開 閉 手 段 は 、
　 前 記 各 吸 入 口 の う ち 少 な く と も 何 れ か 一 つ の 吸 入 口 を 選 択 的 に 閉 鎖 で き る よ う に 移 動 可
能 に 構 成 さ れ た 第 ３ ド ア 部 と 、
　 前 記 第 ３ ド ア 部 を 両 側 に 移 動 さ せ る 第 ３ 駆 動 部 と が 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ３ 駆 動 部 は 、
　 第 ３ ド ア 部 の 一 方 面 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ３ 連 結 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 第 ３ 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ３ 駆 動 モ ー タ と 、
　 前 記 第 ３ ド ア 部 の 他 方 面 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ４ 駆 動 モ ー タ と を 含 め て
構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー と 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー と の 間 に は 分 離 バ ー が 提 供 さ れ 、 前 記
第 ３ ド ア 部 の 両 側 の 先 端 に は 前 記 分 離 バ ー に 拘 束 さ れ る ピ ン が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ３ 駆 動 部 は 、
　 前 記 第 ３ ド ア 部 の 一 方 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 第 ３ ド ア 部 の 他 方 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ 、 及 び 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ の 他 端 が 連 結 さ れ 、 前 記 各 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い
た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ５ 駆 動 モ ー タ と を 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ７ 記 載 の 空 気 清 浄 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 空 気 清 浄 器 に 関 し 、 特 に 空 気 清 浄 器 の 使 用 が そ の 使 用 目 的 や 環 境 に 応 じ て 適 合
し て 作 動 す る 空 気 清 浄 器 の 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 空 気 清 浄 器 は 室 内 の 各 種 の 匂 い な ど を 除 去 す る 脱 臭 作 用 と 、 塵 を 除 去 す る 集 塵
作 用 を 行 う こ と で 快 適 な 室 内 環 境 に な る よ う に す る 装 置 で あ る 。
　 添 付 の 図 ８ 及 び 図 ９ は 前 記 空 気 清 浄 器 の 一 般 的 な 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 。
　 図 示 し た よ う に 、 従 来 の 空 気 清 浄 器 は 大 別 し て 外 観 を な す 本 体 １ ０ 、 多 数 の フ ィ ル タ ー
、 排 気 フ ァ ン ３ ０ 、 そ し て 、 流 路 ガ イ ド ４ ０ を 含 め て な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 本 体 １ ０ は そ の 前 面 の 下 部 に 室 内 空 気 が 吸 入 さ れ る 空 気 吸 入 口 １ １ が 形 成 さ れ 、 そ
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の 上 面 の 後 方 側 に 浄 化 さ れ た 空 気 が 吐 き 出 さ れ る 空 気 吐 出 口 １ ２ が 形 成 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 各 種 の フ ィ ル タ ー は 各 種 の 塵 な ど の 除 去 の た め の 多 数 の 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ と 、
各 種 の 匂 い な ど の 脱 臭 の た め の 多 数 の 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ と を 含 め て な り 、 前 記 各 種 の
フ ィ ル タ ー ２ １ ， ２ ２ は 前 記 本 体 １ ０ の 空 気 吸 入 口 １ １ が 形 成 さ れ た 部 分 に 順 次 に 装 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ は 前 記 フ ィ ル タ ー ２ １ ， ２ ２ の 後 方 に 装 着 さ れ 、 前 記 空 気 吸 入 口 １
１ か ら 吸 入 さ れ 前 記 フ ィ ル タ ー ２ １ ， ２ ２ を 通 過 し た 空 気 を 本 体 １ ０ の 外 部 に 排 出 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 流 路 ガ イ ド ４ ０ は 前 記 本 体 １ ０ 内 の 後 方 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０
を 通 過 し た 空 気 の 流 動 を 前 記 本 体 １ ０ の 空 気 吐 出 口 １ ２ に 案 内 す る 。
　 し た が っ て 、 空 気 清 浄 器 の 運 転 が 始 ま る と 、 排 気 フ ァ ン ３ ０ の 回 転 に よ っ て 空 気 吸 入 口
を 介 し て 室 内 の 空 気 が 本 体 １ ０ の 内 部 に 吸 入 さ れ 、 前 記 吸 入 さ れ た 室 内 の 空 気 は 前 記 フ ィ
ル タ ー ２ １ ， ２ ２ を 通 過 す る 過 程 で 集 塵 及 び 脱 臭 が 行 わ れ る 。 こ の 際 、 前 記 集 塵 は 各 種 の
塵 の 除 去 の た め に 装 着 さ れ た 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ を 通 過 し な が ら 行 わ れ 、 前 記 脱 臭 は 前
記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ の 後 方 に 装 着 さ れ た 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ を 通 過 す る 過 程 で 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 集 塵 及 び 脱 臭 が 行 わ れ た 空 気 は 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ を 通 過 し た 後 、 流 路 ガ イ ド ４ ０
の 案 内 を 受 け て 空 気 吐 出 口 １ ２ を 介 し て 室 内 に 排 気 さ れ る こ と で 室 内 空 気 の 浄 化 が 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 空 気 清 浄 器 の フ ィ ル タ ー 装 着 構 造 が 有 す る 幾 つ か の 問 題
点 は 次 の 通 り で あ る 。
　 一 、 従 来 の 空 気 清 浄 器 は そ の 使 用 目 的 、 ま た は 場 所 に 関 ら ず 、 吸 入 さ れ た 空 気 が 全 て の
フ ィ ル タ ー を 順 次 に 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 フ ィ ル タ ー の 寿 命 を 短 縮 さ せ る
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 台 所 な ど で 脱 臭 を 目 的 に 前 記 空 気 清 浄 器 が 使 用 さ れ る 場 合 、 各 種 の 匂 い 成 分 が
含 ま れ た 空 気 が 集 塵 用 フ ィ ル タ ー を 不 必 要 に 通 過 す る の で 、 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー が 諸 機
能 を 発 揮 で き ず に 汚 れ て し ま い 、 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー の 寿 命 を 短 縮 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 塵 の 多 い 場 所 で 室 内 空 気 の 浄 化 の た め に 空 気 清 浄 器 が 使 用 さ れ る 場 合 に は 各 種 の
塵 な ど が 含 ま れ た 空 気 を 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー に 通 過 さ せ る 必 要 が な い 。
　 そ れ に も 拘 わ ら ず 、 前 記 空 気 が 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー を 通 過 し 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー の 寿
命 が 無 駄 に 短 縮 さ れ る 。 特 に 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー は 通 常 活 性 炭 フ ィ ル タ ー を 使 用 す る
の で 、 前 記 塵 が 蓄 積 す る と 脱 臭 性 能 を 低 下 さ せ 、 ユ ー ザ の 機 器 に 対 す る 信 頼 を 低 下 さ せ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 二 、 従 来 の 空 気 清 浄 器 は 吸 入 空 気 が 多 数 の フ ィ ル タ ー を 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
の で 、 前 記 フ ィ ル タ ー に よ る 流 路 抵 抗 が 発 生 し て 排 気 フ ァ ン を 駆 動 す る フ ァ ン モ ー タ （ 図
示 せ ず ） の 負 荷 が 増 加 し 、 消 費 電 力 が 上 昇 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 空 気 清 浄 器 の 使 用 目 的 や 使 用 環
境 に 応 じ て 必 要 な フ ィ ル タ ー の み に 空 気 が 通 過 す る よ う に し た 空 気 清 浄 器 の 構 造 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 空 気 清 浄 器 は 、 外 形 を な し 室 内 の 空 気 が 吸 入
さ れ る 第 １ 吸 入 口 及 び 第 ２ 吸 入 口 と 、 集 塵 、 或 い は 脱 臭 さ れ た 空 気 が 排 出 さ れ る 吐 出 口 と
を 有 す る 本 体 ； 前 記 本 体 内 の 前 記 第 １ 吸 入 口 に 少 な く と も 一 つ 以 上 提 供 さ れ る 集 塵 用 フ ィ
ル タ ー ； 前 記 本 体 内 の 前 記 第 ２ 吸 入 口 に 少 な く と も 一 つ 以 上 提 供 さ れ る 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー
； 室 内 空 気 を 吸 入 し て 前 記 本 体 内 の 各 フ ィ ル タ ー 部 を 通 過 し た 後 、 吐 出 口 に 排 出 さ れ る よ
う に 吸 入 力 を 提 供 す る 少 な く と も 一 つ 以 上 の 排 気 フ ァ ン ； 前 記 各 吸 入 口 を 選 択 的 に 開 閉 す
る 開 閉 手 段 を 含 め て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 各 吸 入 口 は 、 前 記 本 体 の 前 面 に 並 列 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 前 記 排 気 フ ァ ン
は 遠 心 フ ァ ン か ら な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 前 記 各 吸 入 口 は 、 前 記 本 体 の 両 側 面 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ え る し 、 前 記 排 気 フ ァ ン
は 前 記 各 吸 入 口 の 中 央 部 分 に 並 列 に 装 着 さ れ る 一 対 の 遠 心 フ ァ ン か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 各 吸 入 口 は 前 記 本 体 の 前 面 及 び 後 面 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ え る し 、 こ の 際 、 前
記 排 気 フ ァ ン は 前 記 各 吸 入 口 の 中 央 部 分 に 並 列 に 装 着 さ れ る 一 対 の 遠 心 フ ァ ン か ら な る 。
　 こ こ で 、 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー と 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー と の 間 に は 分 離 バ ー が 提 供 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 前 記 開 閉 手 段 は 、 前 記 第 １ 吸 入 口 を 開 閉 す る 第 １ ド ア 部 と 、
前 記 第 ２ 吸 入 口 を 開 閉 す る 第 ２ ド ア 部 と 、 前 記 各 ド ア 部 を そ れ ぞ れ 移 動 さ せ る 第 １ 駆 動 部
及 び 第 ２ 駆 動 部 と を 含 め て な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 １ 駆 動 部 は 第 １ 駆 動 モ ー タ と 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ と 第 １ ド ア 部 と を 連
結 す る 第 １ 連 結 ワ イ ヤ と を 含 め て 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 駆 動 部 は 第 ２ 駆 動 モ ー タ と 、 前 記 第
２ 駆 動 モ ー タ と 第 ２ ド ア 部 と を 連 結 す る 第 ２ 連 結 ワ イ ヤ と を 含 め て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 開 閉 手 段 は 各 ド ア 部 の 移 動 経 路 を 案 内 す る 第 １ ガ イ ド レ ー ル 及 び 第 ２ ガ イ ド レ ー ル
を さ ら に 含 め て 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 １ 吸 入 口 を 閉 鎖 ま た は 開 放 す る
位 置 に 前 記 第 １ ド ア 部 を 案 内 す る よ う に 前 記 本 体 内 の 周 縁 に 沿 っ て ベ ン デ ィ ン グ さ れ 、 前
記 第 ２ ガ イ ド レ ー ル は 前 記 第 ２ 吸 入 口 を 閉 鎖 ま た は 開 放 す る 位 置 に 前 記 第 ２ ド ア 部 を 案 内
す る よ う に 前 記 本 体 内 の 周 縁 に 沿 っ て ベ ン デ ィ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル は 前 記 各 ド ア 部 の 上 側 ま た は 下 側 部 分 を 案 内 す る よ う に 提
供 さ れ 、 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル は 前 記 各 ド ア 部 の 上 側 お よ び 下 側 部 分 を 案 内 す る よ う に 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 各 ド ア 部 は フ レ キ シ ブ ル に ベ ン デ ィ ン グ 可 能 な 物 質 か ら な る 。 ま た 、 前 記 各 ド ア 部
は 、 狭 い 幅 を 有 し た 多 数 個 の 平 板 と 、 前 記 平 板 の 間 に 提 供 さ れ 、 フ レ キ シ ブ ル に ベ ン デ ィ
ン グ 可 能 な ベ ン デ ィ ン グ 部 と を 含 め て な る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 前 記 開 閉 手 段 は 、 前 記 各 吸 入 口 の う ち 少 な く と も 何 れ か 一
つ の 吸 入 口 を 選 択 的 に 閉 鎖 で き る よ う に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ た 第 ３ ド ア 部 と 、 前 記 第 ３ ド
ア 部 を 両 側 に 移 動 さ せ る 第 ３ 駆 動 部 と が 含 ま れ て な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 ３ 駆 動 部 は 、 第 ３ ド ア 部 の 一 方 面 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ３ 連 結 ワ イ ヤ と
、 前 記 第 ３ 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ３ 駆 動 モ ー タ と 、 前 記 第
３ ド ア 部 の 他 方 面 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ と 、 前 記 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い た り
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解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ４ 駆 動 モ ー タ と を 含 め て な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー と 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー と の 間 に は 分 離 バ ー が 提 供 さ れ
、 前 記 第 ３ ド ア 部 の 両 側 の 先 端 に は 前 記 分 離 バ ー に 拘 束 さ れ る ピ ン が 形 成 さ れ る よ う に 構
成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 前 記 第 ３ 駆 動 部 は 、 前 記 第 ３ ド ア 部 の 一 方 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ と
、 前 記 第 ３ ド ア 部 の 他 方 に 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ と 、 前 記 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ 、 及
び 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ の 他 端 が 連 結 さ れ 、 前 記 各 連 結 ワ イ ヤ を 巻 い た り 解 く よ う に 駆 動 す る 第
５ 駆 動 モ ー タ と を 含 め て 構 成 さ れ る こ と も あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 空 気 清 浄 器 は そ の 使 用 目 的 や 使 用 環 境 に 応 じ て 必 要 な フ ィ ル タ ー に の み 空
気 を 通 過 さ せ る こ と で 、 各 フ ィ ル タ ー の 寿 命 短 縮 を 防 止 で き る 。
　 さ ら に 、 空 気 が 通 過 す る フ ィ ル タ ー の 数 が 従 来 技 術 に 比 べ て 減 る こ と で 、 吸 入 力 を 提 供
す る の た め の 排 気 フ ァ ン の 負 荷 が 減 少 し え る 。 即 ち 、 前 記 排 気 フ ァ ン を 同 一 の 条 件 （ 同 一
Ｒ Ｐ Ｍ ） で 駆 動 さ せ る 場 合 、 本 発 明 の 空 気 清 浄 器 が 吸 入 す る 風 量 が 既 存 の 空 気 清 浄 器 が 吸
入 す る 風 量 に 比 べ 遥 か に 増 加 す る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 １ 乃 至 図 ７ に 基 づ い て 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に よ る 空 気 清 浄 器 を 具 体 的 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 空 気 清 浄 器 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 空 気 清 浄 器 は 本 体 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー
、 排 気 フ ァ ン 、 そ し て 、 開 閉 手 段 を 含 め て な る 。
　 ま ず 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 空 気 清 浄 器 は 大 別 し て 本
体 １ ０ ０ 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ 、 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ 、 そ し
て 、 開 閉 手 段 を 含 め て な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 前 記 本 体 １ ０ ０ は 空 気 清 浄 器 の 外 形 を な し 室 内 の 空 気 が 吸 入 さ れ る 第 １ 吸 入 口
１ １ １ 及 び 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 有 し 、 集 塵 、 或 い は 脱 臭 さ れ た 空 気 が 排 出 さ れ る 吐 出 口 １
２ ０ を 有 す る 。 こ の 際 、 前 記 第 １ 吸 入 口 １ １ １ は 本 体 １ ０ ０ の 前 面 の 一 方 に 形 成 さ れ る と
共 に 、 前 記 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ は 前 記 本 体 １ ０ ０ の 前 面 の 他 方 に 形 成 さ れ 、 前 記 吐 出 口 １ ２
０ は 前 記 本 体 １ ０ ０ の 上 面 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 少 な く と も 一 つ 以 上 の 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 吸 入 空 気 中 の 各 種 の 塵 な ど を 除 去 す る
よ う に 前 記 本 体 １ ０ ０ 内 の 第 １ 吸 入 口 １ １ １ の 後 方 に 提 供 さ れ 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２
２ ０ は 吸 入 空 気 中 の 各 種 の 匂 い な ど を 除 去 す る よ う に 前 記 本 体 １ ０ ０ 内 の 第 ２ 吸 入 口 １ １
２ の 後 方 に 提 供 さ れ る 。
　 即 ち 、 前 記 第 １ 吸 入 口 １ １ ０ 及 び 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ は 並 列 に 形 成 さ れ 、 こ れ に 対 応 し て
前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ と 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ も 並 列 に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ は 前 記 本 体 内 の 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ の 後 方 に 装 着 さ れ 、 前 記
各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 介 し て 室 内 空 気 を 吸 入 す る 。 こ の 際 、 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の
外 周 面 に は 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ が 提 供 さ れ 、 前 記 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ は 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０
に 吸 入 さ れ た 空 気 が 本 体 １ ０ ０ の 上 面 に 形 成 さ れ た 吐 出 口 １ ２ ０ を 介 し て 排 出 さ れ る よ う
に 案 内 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 開 閉 手 段 は 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 選 択 的 に 開 閉 す る よ う に 動 作 し 、 第 １ ド
ア 部 ５ １ ０ 、 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ 、 第 １ 駆 動 部 、 そ し て 、 第 ２ 駆 動 部 を 含 む 。 こ こ で 、 前 記
第 １ ド ア 部 ５ １ ０ は 第 １ 吸 入 口 １ １ １ を 開 閉 す る よ う に 装 着 さ れ 、 前 記 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０
は 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 開 閉 す る よ う に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ と 共 に 、 前 記 第 １ 駆 動 部 は 本 体 １ ０ ０ 内 の 一 方 に 位 置 し 、 前 記 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ を
移 動 さ せ る よ う に 提 供 さ れ 、 前 記 第 ２ 駆 動 部 は 本 体 １ ０ ０ 内 の 他 方 に 位 置 し 前 記 第 ２ ド ア
部 ５ ２ ０ を 移 動 さ せ る よ う に 提 供 さ れ る 。 こ の 際 、 前 記 第 １ 駆 動 部 は 本 体 １ ０ ０ 内 の 後 側
の 一 方 に 装 着 さ れ る 第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ 、 及 び 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ５ ３ ２ を 含 め て な り 、 前
記 第 ２ 駆 動 部 は 本 体 １ ０ ０ 内 の 後 側 の 他 方 に 提 供 さ れ た 第 ２ 駆 動 モ ー タ ５ ４ １ 、 及 び 第 ２
連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ を 含 め て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ５ ３ ２ の 両 端 は 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ と 、 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ と
に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ の 駆 動 に よ っ て 巻 か れ た り 解 か れ た り し
て 前 記 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ を 移 動 さ せ る 。 前 記 第 ２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ の 両 端 は 前 記 第 ２ 駆 動
モ ー タ ５ ４ １ と 、 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ と に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 前 記 第 ２ 駆 動 モ ー タ ５ ４ １ の
駆 動 に よ っ て 巻 か れ た り 解 か れ た り し て 前 記 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ を 移 動 さ せ る よ う に 動 作 す
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 は 前 記 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 前 記 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ 及 び 第 ２ ド ア 部 ５
２ ０ の 移 動 経 路 を 案 内 す る た め の 第 １ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ 及 び 第 ２ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ ２ を
さ ら に 含 め て な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 記 第 １ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ は 第 １ 吸 入 口 １ １ １ が 形 成 さ れ た 本 体 １ ０ ０ 内 の 前 方 か ら
第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ が 備 え ら れ た 本 体 １ ０ ０ 内 の 後 方 の 一 方 に ま で 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ の
移 動 経 路 を 案 内 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 前 記 第 ２ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ ２ は 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２
が 形 成 さ れ た 本 体 １ ０ ０ 内 の 前 方 か ら 第 ２ 駆 動 モ ー タ ５ ４ １ が 備 え ら れ た 本 体 １ ０ ０ 内 の
後 方 の 他 方 に ま で 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ の 移 動 経 路 を 案 内 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
　 こ の 際 、 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ ， ５ ５ ２ は 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ の 下 部 ま た は 上
部 の み を ガ イ ド す る よ う に 形 成 さ れ る か 、 あ る い は 前 記 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ の 上 部 及
び 下 部 を 共 に ガ イ ド す る よ う に 形 成 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 示 し た よ う に 、 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ ， ５ ５ ２ は 前 記 本 体 １ ０ ０ の 内 部 空 間 の 周
縁 に 沿 っ て “ Ｌ ” 字 状 に 形 成 さ れ る の で 、 前 記 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ は 前 記 ガ イ ド レ ー
ル ５ ５ １ ， ５ ５ ２ に 沿 っ て 移 動 し な が ら ベ ン デ ィ ン グ の 可 能 な フ レ キ シ ブ ル な 材 質 か ら な
る 。 し た が っ て 、 前 記 各 ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ ， ５ ５ ２ が 本 体 １ ０ ０ 内 の 角 に 沿 っ て ベ ン デ
ィ ン グ さ れ 案 内 さ れ る の で 、 前 記 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ の 円 滑 な 移 動 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 記 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ は 小 幅 を 有 し た 多 数 個 の 平 板 と 、 前 記 平 板 の 間 に 形
成 さ れ 、 ベ ン デ ィ ン グ の 可 能 な 部 分 と を 含 め て な る こ と で 、 全 体 的 に 前 記 各 ド ア 部 ５ １ ０
， ５ ２ ０ が 前 記 ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ ， ５ ５ ２ に 沿 っ て 移 動 し な が ら ベ ン デ ィ ン グ さ れ え る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て の 動 作 を 添 付 の 図 ３ 及 び 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 前 記 空 気 清 浄 器 が 使 用 さ れ な い 場 合 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 第 １ 吸 入 口 １
１ １ は 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ に よ っ て 閉 鎖 さ れ る と 同 時 に 、 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ は 第 ２ ド ア 部 ５
２ ０ に よ っ て 閉 鎖 さ れ る 。 こ の 際 、 室 内 空 気 は 閉 鎖 さ れ た 各 ド ア 部 ５ １ ０ ， ５ ２ ０ に よ っ
て 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ 、 及 び 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 上 述 し た 状 態 で 、 前 記 空 気 清 浄 器 が 室 内 空 気 に 含 ま れ た 各 種 の 塵 な ど の 集 塵 の た め に 使
用 さ れ れ ば （ 即 ち 、 ユ ー ザ が 集 塵 モ ー ド を 選 択 す れ ば ） 、 第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ の 作 動 に
よ っ て 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ５ ３ ２ が 巻 か れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 際 、 前 記 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ー ５ ３ ２ は 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ に 連 結 さ れ て い る た め 、 前 記
第 １ ド ア 部 ５ １ ０ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ５ ３ ２ の 巻 き 方 向 に 沿
っ て 第 １ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ の 案 内 を 受 け な が ら 移 動 す る 。
　 し た が っ て 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 装 着 さ れ た 第 １ 吸 入 口 １ １ １ の み 開 放 さ れ 、 各
脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ が 装 着 さ れ た 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ は 閉 鎖 状 態 を 維 持 す る 。 こ こ で 、
前 記 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ は フ レ キ シ ブ ル な 材 質 で 形 成 さ れ て い る た め 、 前 記 第 １ ガ イ ド レ ー
ル ５ ５ １ の 案 内 を 受 け て 移 動 す る 途 中 に 、 本 体 １ ０ ０ 内 の 角 部 に 位 置 し “ Ｌ ” 字 状 に ベ ン
デ ィ ン グ さ れ た 部 分 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 基 づ い て 集 塵 モ ー ド で の 前 記 空 気 清 浄 器 の 動 作 を 説 明 す る と 次 の 通 り で あ
る 。
　 前 記 フ ァ ン ３ ０ ０ の 回 転 に よ り 発 生 し た 吸 入 力 に よ っ て 室 内 の 空 気 が 前 記 開 放 さ れ た 第
１ 吸 入 口 １ １ １ を 介 し て 本 体 １ ０ ０ 内 に 吸 入 さ れ る 。 前 記 吸 入 さ れ た 室 内 の 空 気 は 第 １ 吸
入 口 １ １ １ を 介 し て の み 本 体 １ ０ ０ 内 に 流 入 し 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ を 通 過 し な が ら
各 種 の 塵 な ど が 除 去 さ れ る 。
　 前 記 塵 な ど が 除 去 さ れ た 空 気 は 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 に よ っ て 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ に 沿
っ て 本 体 １ ０ ０ 内 の 上 部 に 上 昇 し た 後 、 吐 出 口 １ ２ ０ を 介 し て 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 前 記 空 気 清 浄 器 が 室 内 空 気 に 含 ま れ た 各 種 の 匂 い な ど の 脱 臭 の た め に 使 用 さ れ れ
ば （ 即 ち 、 ユ ー ザ が 脱 臭 モ ー ド を 選 択 す れ ば ） 、 第 ２ 駆 動 モ ー タ ５ ４ １ の 作 動 に よ っ て 第
２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ が 巻 か れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 際 、 前 記 第 ２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ の 一 端 は 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ に 連 結 さ れ て い る た め 、
前 記 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 第 ２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ の 巻 き 方 向 に 沿
っ て 第 ２ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ ２ の 案 内 を 受 け な が ら 移 動 す る 。
　 し た が っ て 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ が 装 着 さ れ た 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ の み が 開 放 さ れ 、
集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 装 着 さ れ た 第 １ 吸 入 口 １ １ １ は 続 け て 閉 鎖 状 態 を 維 持 す る 。 こ
こ で 、 前 記 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ は フ レ キ シ ブ ル な 材 質 か ら な る の で 、 前 記 第 ２ ガ イ ド レ ー ル
５ ５ ２ の 案 内 を 受 け て 移 動 す る 途 中 に 、 本 体 １ ０ ０ 内 の 角 部 に 位 置 し “ Ｌ ” 字 状 に ベ ン デ
ィ ン グ さ れ た 部 分 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ （ ａ ） に 基 づ い て 脱 臭 モ ー ド で の 前 記 空 気 清 浄 器 の 動 作 を 説 明 す る と 次 の 通 り で あ
る 。
　 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 に よ り 発 生 し た 吸 入 力 は 室 内 の 空 気 が 前 記 開 放 さ れ た 第 ２
吸 入 口 １ １ ２ を 介 し て 本 体 １ ０ ０ 内 に 吸 入 さ れ る よ う に す る 。 し た が っ て 、 室 内 の 空 気 は
第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 介 し て の み 本 体 １ ０ ０ 内 に 流 入 し 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 通
過 し な が ら 各 種 の 匂 い が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 前 記 匂 い が 除 去 さ れ た 空 気 は 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 回 転 に よ っ て 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ に 沿 っ
て 本 体 １ ０ ０ 内 の 上 部 に 上 昇 し た 後 、 吐 出 口 １ ２ ０ を 介 し て 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 。 し た が
っ て 、 前 記 空 気 送 風 機 が 設 置 さ れ た 場 所 の 環 境 に 応 じ て 選 択 的 に 前 記 集 塵 モ ー ド ま た は 脱
臭 モ ー ド の み で 運 転 さ せ る こ と で 、 機 器 の 効 率 を 高 め ら れ る 。 即 ち 、 集 塵 モ ー ド で は 吸 入
空 気 を 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ に 通 過 さ せ る 必 要 が な く 、 脱 臭 モ ー ド で は 吸 入 空 気 を 集 塵
用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ に 通 過 さ せ る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 前 記 空 気 清 浄 器 の 内 部 に 装 着
さ れ た 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ 、 及 び 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ は 相 互 に 分 離 さ れ 並 列
に 提 供 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 通 る 空 気 と 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １
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０ の 間 に は 分 離 バ ー ４ ３ ０ が 提 供 さ れ 、 そ れ ぞ れ 異 な る 用 途 の フ ィ ル タ ー ２ １ ０ ， ２ ２ ０
を 通 る 空 気 が 互 い に 混 合 さ れ な い よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 前 記 空 気 清 浄 器 が 、 室 内 空 気 の 集 塵 、 及 び 脱 臭 を 同 時 に 行 う よ う に 使 用 さ れ れ ば
、 第 １ 駆 動 モ ー タ ５ ３ １ 及 び 第 ２ 駆 動 モ ー タ ５ ４ １ の 駆 動 が 同 時 に 行 わ れ つ つ 第 １ 連 結 ワ
イ ヤ ５ ３ ２ 及 び 第 ２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ を 巻 く 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 連 結 ワ イ ヤ ー ５ ３ ２ は 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ に 連 結 さ れ
て い る た め 、 前 記 第 １ ド ア 部 ５ １ ０ は 第 １ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ １ に 沿 っ て 移 動 さ れ 、 前 記 第
２ 連 結 ワ イ ヤ ５ ４ ２ は 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ に 連 結 さ れ て い る た め 、 前 記 第 ２ ド ア 部 ５ ２ ０ は
第 ２ ガ イ ド レ ー ル ５ ５ ２ に 沿 っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 し た が っ て 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 装 着 さ れ た 第 １ 吸 入 口 １ １ １ 、 及 び 脱 臭 用 フ ィ
ル タ ー ２ ２ ０ が 装 着 さ れ た 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ が 共 に 開 放 さ れ る 。
　 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 時 に 発 生 す る 吸 入 力 に よ っ て 室 内 の 空 気 が 前 記 開 放 さ れ た
第 １ 吸 入 口 １ １ １ 、 及 び 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 介 し て 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 記 本 体 内 に 吸 入 さ れ た 室 内 の 空 気 は 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ を 通 過 し な が ら 各 種 の 塵
が 除 去 さ れ 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 通 過 し な が ら 脱 臭 さ れ る 。
　 前 記 集 塵 、 及 び 脱 臭 さ れ た 空 気 は 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 に よ っ て 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ に
沿 っ て 本 体 内 の 上 部 に 上 昇 し た 後 、 吐 出 口 １ ２ ０ を 介 し て 室 内 に 再 び 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ は そ の 中 心 部 に 空 気 を 吸 入 し て 円 周 方 向 に 放 出 さ せ る 遠
心 フ ァ ン を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 前 記 遠 心 フ ァ ン は 一 般 の 送 風 フ ァ ン に 比 べ て 低 騒 音
、 高 効 率 の 長 所 を 有 し 、 前 記 空 気 送 風 機 の 内 部 の 空 間 を 最 適 に 活 用 で き る 。 し た が っ て 、
前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 周 辺 の 流 路 ガ イ ド ４ ０ ０ は 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 円 周 面 に 対 応
す る 形 状 に 提 供 さ れ 、 前 記 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ に よ っ て 円 周 方 向 に 放 出 さ れ る 空 気 は 前 記 流
路 ガ イ ド ４ ０ ０ に よ っ て 案 内 さ れ 、 吐 出 口 １ ２ ０ を 介 し て 室 内 空 間 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ は 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の よ う に 本 体 １ ０
０ の 前 面 に の み 形 成 さ れ え る わ け で は な い 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で は 各 吸 入 口 が 本 体 １ ０ ０ の 両 側 面 に 形 成 さ
れ る 。 し た が っ て 、 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ は 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ の ほ ぼ 中 央 に 装 着 さ
れ 、 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 介 し て 室 内 空 気 を 吸 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 排 気 フ ァ ン が 遠 心 フ ァ ン か ら な る 場 合 、 両 側 か ら の 吸 入 が 行 わ れ る べ き で あ る の で
、 そ れ ぞ れ 吸 入 方 向 の 異 な る 第 １ 排 気 フ ァ ン ３ １ ０ 及 び 第 ２ 排 気 フ ァ ン ３ ２ ０ の よ う に 一
対 に 具 備 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 開 閉 す る た め の 開 閉 手 段 は 、 本
発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る も の と 位 置 の み 変 わ っ て い る だ け で 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 前 記 第 ２ 実 施 形 態 で も 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ と 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ と が そ れ ぞ
れ 位 置 し た 空 間 を 区 画 す る た め に 分 離 バ ー ４ ３ ０ が 提 供 さ れ る 。
　 ま た 、 図 示 し て は い な い が 、 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 本 体 １ ０ ０ の 前 面 及 び 後 面
に そ れ ぞ れ 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 構 成 は 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 、 ま た は 第 ２ 実 施 形 態
と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 開 閉 手 段 を な す ド ア 部 が 一 体 か ら な る 構 造 を 有 す る 。
図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 体 １ ０ ０ の 前 面 の 両 側 に 第 １ 吸 入 口 １ １ １ 及 び 第 ２ 吸 入 口 １
１ ２ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 一 つ の 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ が 前 記 各 吸 入 口 １ １ １ ， １ １ ２ を 選 択
的 に 開 閉 で き る 。
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　 即 ち 、 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ は 第 １ 吸 入 口 １ １ １ 及 び 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 同 時 に 閉 鎖 で
き る よ う に 長 く 形 成 さ れ 、 第 ３ 駆 動 部 に よ っ て 本 体 １ ０ ０ 内 の 両 側 方 向 に 移 動 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 ３ 駆 動 部 は 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 一 方 に そ の 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ３ 連 結 ワ
イ ヤ ５ ７ ２ 、 前 記 第 ３ 連 結 ワ イ ヤ ５ ７ ２ を 巻 い た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ３ 駆 動
モ ー タ ５ ７ １ 、 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 他 方 に そ の 一 端 が 連 結 さ れ た 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ ５ ８
２ 、 そ し て 、 前 記 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ ５ ８ ２ を 巻 い た り 解 い た り す る よ う に 駆 動 す る 第 ４ 駆 動
モ ー タ ５ ８ １ を 含 め て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 本 体 １ ０ ０ 内 の 周 縁 に 沿 っ て 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 移 動 を 案 内 す る 第 ３ ガ イ ド レ
ー ル ５ ５ ３ が 装 着 さ れ る 。
　 以 下 、 前 記 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 空 気 清 浄 器 の 動 作 を 添 付 の 図 ６ （ ａ ） 乃 至 図 ６
（ ｃ ） に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ６ （ ａ ） を 参 照 す る と 、 初 期 状 態 で 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ は 第 １ 吸 入 口 １ １ １ 及 び 第 ２ 吸
入 口 １ １ ２ を 同 時 に 閉 鎖 す る よ う に 位 置 さ れ る 。
　 前 記 初 期 状 態 で ユ ー ザ が 集 塵 モ ー ド を 選 択 す る と 、 第 ３ 駆 動 モ ー タ ５ ７ １ は 第 ３ 連 結 ワ
イ ヤ ５ ７ ２ を 解 く よ う に 動 作 す る と 同 時 に 、 第 ４ 駆 動 モ ー タ ５ ８ １ は 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ ５ ８
２ を 巻 く よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ は 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ が 位 置 し た 方 向 に 移 動
し な が ら 第 １ 吸 入 口 １ １ １ は 開 放 さ れ 、 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ が 第 １ 吸 入 口 １ １ １ を 完 全
に 開 放 し た 位 置 に 到 達 す る と 、 前 記 第 ３ 駆 動 モ ー タ ５ ７ １ 及 び 第 ４ 駆 動 モ ー タ ５ ８ １ の 駆
動 が 停 止 す る 。 そ の 後 、 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 に よ っ て 室 内 空 気 は 前 記 開 放 さ れ た 第 １
吸 入 口 １ １ １ を 介 し て 本 体 １ ０ ０ 内 に 流 入 し 、 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ を 通 過 し な が ら 塵
が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 初 期 状 態 で ユ ー ザ が 脱 臭 モ ー ド を 選 択 す る と 、 第 ３ 駆 動 モ ー タ ５ ７ １ は 第 ３ 連 結
ワ イ ヤ ５ ７ ２ を 巻 く よ う に 動 作 す る の と 同 時 に 、 第 ４ 駆 動 モ ー タ ５ ８ １ は 第 ４ 連 結 ワ イ ヤ
５ ８ ２ を 解 く よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ は 第 １ 吸 入 口 １ １ １ が 位 置 し た 方 向 に 移 動
し な が ら 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ は 開 放 さ れ 、 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ が 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 完 全
に 開 放 す る 位 置 に 到 達 す る と 、 前 記 第 ３ 駆 動 モ ー タ ５ ７ １ 及 び 第 ４ 駆 動 モ ー タ ５ ８ １ の 駆
動 が 停 止 す る 。 そ の 後 、 排 気 フ ァ ン ３ ０ ０ の 作 動 に よ っ て 室 内 空 気 は 前 記 開 放 さ れ た 第 ２
吸 入 口 １ １ ２ を 介 し て 本 体 １ ０ ０ 内 に 流 入 し 、 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 通 過 し な が ら 匂
い が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 第 ３ 実 施 形 態 で も 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 提 供 さ れ た 空 間 と 、 前 記 脱 臭 用 フ
ィ ル タ ー ２ ２ ０ が 提 供 さ れ た 空 間 を そ れ ぞ れ 区 画 す る 分 離 バ ー ４ ３ ０ が 提 供 さ れ る 。 ま た
、 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 両 側 の 先 端 に は 前 記 分 離 バ ー ４ ３ ０ に 拘 束 さ れ る ピ ン ４ ３ １ が
形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 即 ち 、 集 塵 モ ー ド か ら 脱 臭 モ ー ド に 変 換 す る か 、 あ る い は そ
の 反 対 の 場 合 、 正 確 な 位 置 に 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ が 固 定 さ れ る よ う に す る た め に 前 記 ピ
ン ４ ３ １ は 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 内 側 の 設 定 さ れ た 位 置 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ （ ａ ） 乃 至 図 ７ （ ｃ ） は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 構 成 を 示 す 。
　 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 は 、 上 述 し た 第 ３ 実 施 形 態 と は 異 な り 、 開 閉 手 段 の 第 ３ 駆 動 部 ５
６ ０ が 単 に 一 つ の 駆 動 モ ー タ （ 第 ５ 駆 動 モ ー タ ） ５ ９ １ 、 及 び 一 対 の 連 結 ワ イ ヤ （ 第 ５ 連
結 ワ イ ヤ 及 び 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ ） ５ ９ ２ ， ５ ９ ３ で 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 第 ５ 駆 動 モ ー

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-46590 A 2005.2.24



タ ５ ９ １ は 両 軸 モ ー タ か ら な る 。 前 記 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ ５ ９ ２ は 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 一
方 に そ の 一 端 が 連 結 さ れ 、 前 記 第 ５ 駆 動 モ ー タ ５ ９ １ に 他 端 が 連 結 さ れ る 。 前 記 第 ６ 連 結
ワ イ ヤ ５ ９ ３ は 前 記 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ の 他 方 に そ の 一 端 が 連 結 さ れ 、 前 記 第 ５ 駆 動 モ ー タ
５ ９ １ に 他 端 が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 空 気 清 浄 器 が 集 塵 の た め に 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 最 初 の 状 態
（ 図 ７ （ ａ ） ） で 第 ５ 駆 動 モ ー タ ５ ９ １ が 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ ５ ９ ２ を 解 き 、 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ
５ ９ ３ を 巻 く よ う に 駆 動 す る こ と で 、 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ を 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ が 位 置 し た 方
向 に 移 動 さ せ る 。 し た が っ て 、 室 内 空 気 は 開 放 さ れ た 第 １ 吸 入 口 １ １ １ を 介 し て の み 本 体
１ ０ ０ の 内 部 に 吸 入 さ れ 、 前 記 吸 入 さ れ た 空 気 内 の 各 種 の 塵 は 前 記 第 １ 吸 入 口 １ １ １ に 装
着 さ れ た 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ に よ っ て 集 塵 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 空 気 清 浄 器 が 脱 臭 の た め に 使 用 さ れ る 場 合 に は 、 第 ５ 駆 動 モ
ー タ ５ ９ １ が 第 ５ 連 結 ワ イ ヤ ５ ９ ２ を 巻 き 、 第 ６ 連 結 ワ イ ヤ ５ ９ ３ を 解 く よ う に 構 成 さ れ
る こ と で 、 第 ３ ド ア 部 ５ ６ ０ を 第 １ 吸 入 口 １ １ １ が 位 置 し た 方 向 に 移 動 さ せ る 。 し た が っ
て 、 室 内 空 気 は 開 放 さ れ た 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ を 介 し て の み 本 体 １ ０ ０ の 内 部 に 吸 入 さ れ 、
前 記 吸 入 空 気 内 の 各 種 の 匂 い 成 分 は 前 記 第 ２ 吸 入 口 １ １ ２ に 装 着 さ れ た 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー
２ ２ ０ に よ っ て 脱 臭 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 前 記 第 ４ 実 施 形 態 で も 前 記 集 塵 用 フ ィ ル タ ー ２ １ ０ が 提 供 さ れ た 空 間 と 、 前 記 脱
臭 用 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ が 提 供 さ れ た 空 間 を そ れ ぞ れ 区 画 す る 分 離 バ ー ４ ３ ０ が 提 供 さ れ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 空 気 調 和 器 の 第 １ 吸 入 口 が 形 成 さ れ た 部 分 の 構 造 を
概 略 的 に 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 空 気 調 和 器 の 第 ２ 吸 入 口 が 形 成 さ れ た 部 分 の 構 造 を
概 略 的 に 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 空 気 清 浄 器 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 空 気 清 浄 器 が 使 用
さ れ な い 状 態 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） は 空 気 清 浄 器 が 集 塵 の た め に 使 用 さ れ る 状 態 を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 空 気 清 浄 器 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 空 気 清 浄 器 が 脱 臭
の た め に 使 用 さ れ る 状 態 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） は 空 気 清 浄 器 が 集 塵 及 び 脱 臭 を 同 時 に 行 う
た め に 使 用 さ れ る 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 構 成 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 に よ る 動 作 状 態 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 構 成 に よ る 動 作 状 態 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 技 術 に よ る 空 気 清 浄 器 の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 に よ る 空 気 清 浄 器 の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１ ０ ０ … 本 体
１ １ １ … 第 １ 吸 入 口
１ １ ２ … 第 ２ 吸 入 口
１ ２ ０ … 吐 出 口
２ １ ０ … 集 塵 用 フ ィ ル タ ー
２ ２ ０ … 脱 臭 用 フ ィ ル タ ー
３ ０ ０ … 排 気 フ ァ ン
４ ０ ０ … 流 路 ガ イ ド
４ ３ ０ … 分 離 バ ー
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４ ３ １ … ピ ン
５ １ ０ … 第 １ ド ア 部
５ ２ ０ … 第 ２ ド ア 部
５ ５ １ … 第 １ ガ イ ド レ ー ル
５ ５ ２ … 第 ２ ガ イ ド レ ー ル
５ ５ ３ … 第 ３ ガ イ ド レ ー ル
５ ６ ０ … 第 ３ ド ア 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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